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〇流砂系の現状と課題に対応した取組方針

土砂動態の現状 現状の対策 課題点

砂防域

河道域

河口域

大規模土砂災害の発生

砂防施設による下流へ
の土砂供給の遮断

砂防事業・治山事業の実施
砂防施設の整備率は約30%であり、
今後も計画的な施設整備が必要

砂防域から下流への安定的な土砂
供給が必要

澪筋外の区域の陸域化
による樹林化や礫河原
の減少、澪筋部の低下
や移動に伴う局所洗掘
により護岸機能の喪失
や根固め流出

河道の安全性、礫河原再生
等を考慮した河道掘削、樹
木管理（植生管理）を実施

通過土砂量の増加による樹林化、
局所洗堀の防止及び河口域への
安定的な土砂供給が必要

河口砂州による河口閉
塞及び内水被害の発生

砂州の挙動をモニタリングし、
必要に応じて維持掘削を実施
河口閉塞対策として、掘削した
砂を浜崖等が起こっている県や
町へ搬出できないか調整中

維持しやすい開口部形状の設定な
どを行い、河口閉塞のリスク回避
が必要
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領域 適用範囲 関係機関 取組内容

砂防域 国及び県の事業領域

国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 砂防事業

林野庁 近畿中国森林局 鳥取森林管理署 国有林の管理

鳥取県 砂防事業・治山事業・地すべり対策事業・森林整備事業

ダム域 中津ダム 鳥取県 中津ダムの管理

河道域

大臣管理区間
（直轄管理区間）

国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 砂利採取規制、樹木伐採、河道掘削

指定区間
（県管理区間）

鳥取県 砂利採取規制、樹木伐採、河道掘削

準用河川、
農業用水路

倉吉市・三朝町・北栄町・湯梨浜町
砂利採取規制、樹木伐採、河道掘削、

農業用水路・取水堰の管理

河口域 天神川河口 国土交通省中国地方整備局倉吉河川国道事務所 河口砂州の管理
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○連携方針

領域ごとの適用範囲と関係機関（案）

天神川水系の関係機関が、土砂の流れの改善に向けて以下の連携を行う。

(1) 土砂に関する情報を共有する（土砂移動実態、系外搬出量、施設整備等）

(2) 個別に実施可能な対策は各機関が行っていく

(3) 連携が必要な対策については、関係機関間で協議・検討を行い実施する

(4) 原則、水系外に土砂を持ち出さない

①連携方針
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②マネジメント手法（PDCAサイクル）

・継続的に情報共有を図り、モニタリングの実施、対策効果の評価を行い、必要に応じて計画の見直しを行っていく
（PDCAサイクル）
・土砂に関する情報共有を図る
・協議会は原則として情報公開（広報誌、インターネット等）を行い、継続的に土砂管理が実施される仕組みとする
（但し、協議内容によっては協議会に諮り非公開とする）

土砂管理のPDCAサイクル ※1

※1:計画策定及び計画策定後も継続的に情報共
有を図り、モニタリングの実施・対策効果の
評価を行い、必要に応じて対策の見直しにつ
いて協議する。

天神川水系土砂管理連絡協議会 準備会

※行政関係のみ

天神川水系
土砂管理連絡協議会

天神川水系
土砂管理技術検討委員会


